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1.  教育の責任 

 主な担当は、保育士資格および幼稚園教諭二種免許取得に関わる「保育の内容・方法の理解に関する科

目」に関する科目である。 

担当科目名を以下に示す。 

 

【保育の内容・方法の理解に関する科目】 

・ 「保育の展開技術Ⅰ」：演習、1年前期 

・ 「子どもの生活と遊び発表演習Ⅰ」：演習、2年前期 

・ 「子どもの生活と音楽遊びⅡ」：演習、2年前期 

・ 「保育の展開技術Ⅱ」：演習、2年後期 

・ 「子どもの生活と遊び発表演習Ⅱ」：演習、2年後期 

・  「保育と青森（表現）」：講義、1年前期 

・ 「保育実践と青森（表現）」：演習、1年後期 

【教職実践に関する科目】 

・ 「教職実践演習」：演習、2年後期 

【総合演習に関する科目】 

・  「特別研究」：演習、2年通年 

【教養科目（人間の理解）】 

・ 「人間と芸術」：講義、前期 

 

 本学科の音楽表現に関わる科目は、基礎力養成期に位置付けられた1年次科目から応用実践力育成期に

位置付けられた２年次科目まで、「到達目標」・「授業内容」・「課題」・「評価基準」について科目間で密接に

関連させて構成することによって学習成果を高める工夫をしている。実技系演習科目は複数の非常勤講師

と協働して授業を実施する必要があるため、学生の習熟度と進度を公正に確認するチェックシートを用い

て指導にあたっている。また、教授内容についても共通理解が得られるように教員間で話し合いを密に行

っている。「子どもの生活と遊び発表演習Ⅰ」、「子どもの生活と遊び発表演習Ⅱ」、「保育と青森（表現）」、

「保育実践と青森（表現）」は、他分野の教員とのオムニバス形式の授業展開となるが、共通の評価表を用

いて評価基準評価項目や評価基準を明確に設定することで、総合的かつ多面的な評価ができるように努め

ている。 

 

2. 教育の理念と目的 

 幼児保育学科が掲げている「子どもたちへの献身的な「教育愛」を自覚し、これを多種多様な教育・保育

の場面において実現する「知識・技能」を身につけ、ひいては社会全体の幸福へと近づくために「真の人間

形成」をはたす支援をすることを目標とします。」という教育目標に基づいて学生を育成していきたいと考

えている。保育者は、子どもたち自らの力を信じ、その成長を見守る太陽のような存在である。あたたかい

光を、子どもたちにどのようにもたらすべきか、保育者自身が実践と反省を繰り返していく姿勢が教育者に



は必要である。その志が子どもたちや地域社会の幸せに繋がっていくと解釈し、私自身も学生に向き合って

いる。学生自身が短期大学で見つけた「問い」を共有し、学び続ける意欲を持った保育者を育成していきた

いと考えている。 

 

3. 教育の方法 

1) ピアニストとしての経験・演奏技術を活かした指導 

 保育者養成課程（短期大学）において短期間で演奏技術を習得し、音楽的な感覚を豊かにしていくため

に重要なことは、初期段階において普遍的な技術・技能・を習得した上で、保育の専門性にマッチした教

材の活用や指導法に転換・応用していくことだと考えている。複数の教則本の学修段階毎の目的や練習内

容・方法を熟知していれば、そのコアな部分（技術、奏法、表現方法など）をよりシンプルにわかりやす

く「子どもの歌」に関連付けて指導することが可能である。また、自らのピアニストとしての経験から、

ピアノの音作りの楽しさ、演奏技術の面白さ等を実践的に伝えている。令和3年度から、ピアノの自主学

習のためのレクチャー動画（ICT教育）を課題の予習・復習に活用している。授業効果、カワイピアノグレ

ードの取得状況も向上した。 

2) 表現分野における「気づく力」、「構成する力」を育む工夫 

 他領域との関連はもちろん、表現分野には造形活動、身体活動、音楽活動のほか、子どもの様々な活動

が融合されている。領域「表現」に関する授業では、自然環境をテーマにした表現活動や、音で作るお話

の世界など、子どもたちの周りにある音、言葉、絵などを組み合わせた創作活動を授業に取り入れてい

る。学生が、身近にある様々な表現の素材に気づき、表現の世界の奥深さ、多様性、多面性を知ること

で、子どもの豊かな感性を育むための活動を構成・展開していくための基礎力を育くんでいる。 

 

3) 「表現者」となる場の創出 

 ２年間の表現活動の集大成として、２年生全員がオリジナルのミュージカルの制作に取り組んでいる。

制作活動は、２年前期開講「子どもの生活と遊び発表演習Ⅰ」と２年後期開講「子どもの生活と遊び発表

演習Ⅱ」の授業内で実施している。制作したミュージカルは、青森市内の会場で毎年開催され、長年、地

域の文化活動として親しまれている。学生は、キャスト・造形・音楽の３分野に分かれて制作活動にあた

る。ミュージカルの題材は可能な限り児童文学から選ぶようにし、選ぶ過程からも様々な文学作品の魅力

に気づく機会としている。学生たちは、作品のテーマは何か、自分たちは観客に何を伝えたいのか、その

ためには場面をどのように構成してリメイクしていくか等の検討をしながらシナリオ制作に取り組む。私

自身はその過程を見守りながら助言をするとともに、ミュージカル作品に導入される音楽作品（作詞、作

曲、編曲など）を提供している。シナリオ制作、分野練習、合同練習、会場練習、公演という一連流れの

中での様々な関わりを通して、学生たちは総合的に表現の世界を探求していく。自身が何らかの役割をも

ってステージを創るという経験が、学生たちを「表現者」へと成長させ、その経験が、子どもたちの表現

世界を広げていく保育者の実践的な力になることを期待している。 

  

4. 教育の成果・評価 

 担当する科目の授業改善アンケートの評価結果は、全体平均に比べ良好であった。1年次講義系科目にお

いては、問６「自ら進んで課題を発見し、探求する力が身につきましたか」(4.5)は他の質問項目に比べる

と若干低い点数となっていた。音楽表現分野においては、1年生の１週間あたりの平均勉強時間は、30分

〜1時間（19.6％）、１〜２時間（37.3％）、２〜３時間（19.6%）、３時間以上(13.7％)となり、比較的熱心



に取り組んでもらえたという結果を得た。2年生前期科目の１週間あたりの時間も、１〜２時間(29.5％)、

２〜３時間(13.6％)、３時間以上(20.5％)となり、2年生も学習意欲をもって勉強に取り組んでいたことが

わかった。 

 1年前期の音楽関連科目においての成績分布のバランスは、S(38.2%)、A +(18.2%)、A(20.0%)、

B+(9.1%)、B(10.9%)、C+(1.8%)となり、昨年と比較すると下位層が減少し、上位層が増加した結果となっ

た。基礎力養成期の授業内容および科目の到達目標の設定から鑑みて、この結果は妥当だと判断してい

る。また、2年生前期の音楽関連科目の成績分布では、S(9.3％)、A+（13.0％）、A(25.9％)、B+(24.1％)、

B(9.3%)、C+（5.6％）、C（13.0％）という結果となった。51期生は取得目標としているカワイグレード11

級以上合格者数の割合が過去最高値であった。科目の分布からも、B＋からAの中間層が例年と比較して増

加している。総合型選抜合格者を対象とした入学前のピアノレッスン（初心者対象）の効果が入学後の学

習成果の向上に繋がった可能性が考えられる。次年度も引き続き検証し、授業内容の充実、授業効果の向

上を目指したい。 

 

5. 今後の目標（改善・努力） 

1)   入学前教育の一環として実施するピアノレッスン等から学生の習熟レベルを把握し、２年 

    間の学習成果を可視化および分析する。 

2)   歴代のミュージカル作品のデータ整理をし、成果としてまとめる。 

3)   附属幼稚園での「5 Minutes Concert」を再開させ、園児を対象とした音楽教育、鑑賞教育 

      を充実させる。 

4)   附属幼稚園や保育園との共同研究を継続し、保育者や子どもの姿を関連授業に反映させ 

      る。  

 

6. 根拠資料 

 ・シラバス 

 ・音楽関連 課題チェックシート 

 ・授業レポート 

 ・提出課題（創作作品など） 

 ・51期生ミュージカル「白雪姫」シナリオ 

 ・カワイピアノグレード取得状況・推移データ 

 ・授業評価アンケート 

 ・成績評価分布    他 

 

 


